
  
 

一

 
 

 

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
総
合
法
律
支
援

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
総
合
法
律
支
援
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
二
条
の
う
ち
総
合
法
律
支
援
法
第
七
条
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
八
号
」

に
改
め
る
。 

 

第
二
条
の
う
ち
総
合
法
律
支
援
法
第
三
十
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七

号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
、
「
を
第
八
号
」
を
「
を
第
九
号
」
に
、

「
第
七
号
と
し
、
第
五
号
」
を
「
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
」
に
改
め
、
第
六
号
を
第
七
号
と
す
る
。 

 

第
二
条
の
う
ち
総
合
法
律
支
援
法
第
三
十
四
条
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規

定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

第
三
十
条
第
一
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

四 

犯
罪
被
害
者
等
保
護
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
掲
げ
る
罪
に
当
た
る
行
為
の
被
害
者
等
で
あ
る
国
民
等
を
援
助
す
る



 

  
 

二

次
に
掲
げ
る
業
務 

 
 

 
イ 

当
該
国
民
等
の
資
力
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
行
為
に
よ
り
受
け
た
被
害
に
係
る
契
約
弁
護
士
等
（
弁
護
士

及
び
弁
護
士
法
人
に
限
る
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
法
律
相
談
（
専
ら
民
事
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を

実
施
す
る
こ
と
。 

 
 

 

ロ 

当
該
国
民
等
の
う
ち
、
当
該
行
為
に
よ
り
受
け
た
被
害
に
係
る
次
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
弁
護
士
又
は
弁
護
士

法
人
の
報
酬
及
び
費
用
を
支
払
う
資
力
が
な
い
者
又
は
そ
の
支
払
に
よ
り
生
活
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
者
を
援

助
す
る
た
め
、
適
当
な
契
約
弁
護
士
等
に
当
該
業
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 

被
害
の
届
出
に
関
す
る
援
助
を
行
う
こ
と
。 

 
 

 
 

 

告
訴
又
は
告
発
に
関
す
る
援
助
を
行
う
こ
と
。 

 
 

 
 

 

刑
事
訴
訟
法
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
の
取
調
べ
に
同
行
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 

公
判
手
続
又
は
少
年
法
で
定
め
る
少
年
の
保
護
事
件
の
審
判
の
傍
聴
に
付
き
添
う
こ
と
。 

 
 

 
 

 

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三

十
六
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
関
す
る
援
助
を
行
う
こ
と
。 



  
 

三

 
 

 
 

 

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
行
為
を
行
っ
た
者
等
と
の
接
触
が
必
要
と
な
る
場
合
に
お
け
る

援
助
そ
の
他
の
当
該
国
民
等
に
必
要
な
援
助
を
行
う
業
務
で
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

第
三
十
一
条
中
「
、
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」

に
、
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
の
う
ち
総
合
法
律
支
援
法
第
三
十
四
条
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規

定
の
う
ち
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
、
「
一
号
を
」
を
「
二
号
を
」
に
改
め
、
第
三
号
中
「
第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
」

を
「
第
三
十
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

三 

第
三
十
条
第
一
項
第
四
号
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
実
施
に
係
る
援
助
の
申

込
み
及
び
そ
の
審
査
の
方
法
に
関
す
る
事
項
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
審
査
は
、
当
該
申
込
み
を
行
っ
た
者
が
犯

罪
被
害
者
等
保
護
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
掲
げ
る
罪
に
当
た
る
行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
蓋
然
性
及
び
資
力
そ

の
他
の
当
該
援
助
を
実
施
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
適
切
に
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
条
の
う
ち
総
合
法
律
支
援
法
第
四
十
三
条
第
一
号
並
び
に
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
中「
第
六
号
」



 

  
 

四

を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。



  
 

五

本
修
正
の
結
果
必
要
と
す
る
経
費 

 

本
修
正
の
結
果
必
要
と
す
る
経
費
は
、
平
年
度
約
一
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 

 


